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図書館のみなさまへ

「なぜオープンアクセスの話に学認が出てくるんだろう？」
と疑問を持っているみなさまに聞いていただきたい

即時OAを支える認証のおはなし
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セルフアーカイブの促進が即時OAの鍵

• 日本における主流：代理投稿モデル
 「登録コンテンツ数が少ないからこそ成り立
つモデル」

• ではどうするか：セルフアーカイブモデル
 「研究者による論文投稿と、図書館員による
確認」の分業化

船守美穂. 動向レビュー：即時オープンアクセスを巡る動向：グリーンOA
を通じた即時OAと権利保持戦略を中心に. カレントアウェアネス. 2023, 
(358), CA2055, p. 15-23.
https://current.ndl.go.jp/ca2055



【これまでの場合】

• JAIRO Cloudの認証連携システムにIDを登録
 定期的にIDの追加・削除を行う必要あり

• 登録者は専用のID・パスワードでログイン
 学認連携はオプション機能の扱い
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JAIRO Cloudでセルフアーカイブ



【JAIRO Cloud改修により学認対応強化】

• JAIRO Cloudを学認経由で利用可能に
 ID管理を一元化、図書館での追加対応不要

• 登録者は普段のID・パスワードでログイン
 利用者にとっても利便性が向上

4

JAIRO Cloudでセルフアーカイブ



【利用者サービスの拡大に】
•GakuNin RDMの利用に必須
研究データ管理サービスへの第一歩

•電子ジャーナルやデータベースの学外利用
有償電子リソースの有効活用に

•学内システムへの活用も可能
LMSなどとも連携可能
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学認参加のメリット





•何から始めればよいか分からないけれど、とにかく
JAIRO Cloudだけでも学認対応したい
「学認IdP Hosting実証実験」への参加をご検討ください

•学内に技術スタッフがいないけれど、どうせなら色々な
サービスを学認連携したい
「学認対応IdP標準仕様書 IDaaS編」がおすすめです

•学内に技術スタッフがいるので、ランニングコストを抑
えられる構成で始めたい
「学認対応IdP標準仕様書 オンプレミス編」をどうぞ

•学内説明用の参考資料がほしい
「学認参加のための学内説明用資料」をご活用ください
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これから学認参加を目指す皆様に
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ご意見 ご質問をお待ちしております

https://www.gakunin.jp/contact

こちらのお問合せフォームからご投稿ください
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補論

「学認のメリットは分かるけど、ほかに何か意義はないのか？」
と疑問を持っているみなさまにお伝えしたい、

Green OAだからこその「認証」の重要性について


















